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τ'homas Gray desc巴ndedthe Riv巴rWye in a p1巴asur巴boatfrom Ross to Chepstow in白巴 summerof 
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18世紀中葉にイングランドの知識人の聞にスコッ

トランドやウエールズに対する知的好奇心が形成さ

れていったのは確かに事実であったが、その背景に

はこれと呼応するようにウエールズ側からも新しい

動きが起きていた。これは約200年前に起きた

ウエールズ、人のアイデンティティを求める運動から

もう一歩踏み出た、より積極的な動きであった。し

かしこの運動は裏を返せばイングランド文化の浸透

に危機感を覚えた人々のウエールズ、文化を守ろうと

する試みでもあった。

18世紀半ばまではウエールズはブリテン島におい

てもっとも保守的な地域であり、宗教的には英国国

教会が圧倒的支配力を有し、王政復古以後は強力な

王党派であり、政治的にはトーリーであった。 1)

ウエールズ文化の庇護者たる有力貴族は18世紀中頃

までには、そのほとんどが男子系が絶え、婚姻によ

り非ウエールズ系の貴族にとって代わられた。

ヴェールズのジエントリーもウエールズ文化よりも

イングランドの文化との一体観が強く、彼らの問で

はウエールズ語の使用は影を潜め、グランド・ツ

アーの習慣から住居、庭園、装飾品、雑誌に至るま

で、イングランド風の習慣や噌好がウエールズの上

層階級に浸透していった。
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しかしウエールズ、の一般住民のほとんどがウエー

ルズ語を使用していた。その比率は人口の80~90%

であった。にもかかわらず、その言語の重要性に似

合った社会的、宗教的、法律的手当ては何も講じら

れなかった。吟唱詩人は行き場をなくして久しく、

ウエールズの旅籍で観光客のため竪琴を演奏した。

優秀な竪琴奏者はロンドンで竪琴教師として身を立

てた。勾吟唱詩人大会(巴ist巴ddfodau)も行われなかっ

た。ウエールズ古来からの父称形式、すなわち

「誰々の息子」ということを意味する"句"という語

で連結された、まるで名前自体が 1つの家系図であ

るようなヴェールズ、独特の名前が廃り、ウエールズ

人の聞にも簡便な英語式の姓名が主流となっていっ

た。この傾向はウエールズ人嫌いで有名であった

ローランド・リー主教 (BishopRowland Le巴)が

ウエールズ、院長官となり、公文書においてウエール

ズ式の名前の記述を廃止したことによりさらに強

まった。 3) Wウエールズがウエールズであった時』

(l-V泊enWas Walω乃の著者グウィン .A.ウィリアム

ズ(GwynA.Williams)はその著書で、このような英語

化の流れに抗した18世紀の 1人のゆかいな破産した

ウエールズ、人の署名のエピソードを紹介している。

その男は次のように署名したという。

Sion ap William ap Sion ap William ap Sion ap 

Dafydd ap lthel Fychan ap Cynrig ap Robert ap 

Iorwerth ap Rhyrid ap Iorwerth ap Madoc ap 

Ednawain Bendew， called after the English fashion 

John Jones 4) 

このような全般的な状況の中で、ウエールズ語や

ウエールズ、人の先行きを憂うる人々が現れた。個々

にウエールズの歴史や言語の研究が行われ成果を上

げたが、それを継続、維持、発展させる組織が

ウエールズ、にはなかった。 しかし既にイングランド

では1660年に自然科学の推進を目的とする王立協会

(The Royal Society)が設立されていた。

ウエールズ、の利益を計るためウエールズ人により

創設された団体に、 1715年創立の古代ブリトン人協

会 σh巴Societyof Ancient Britons)、アングルシー出

身のモリス兄弟、特に次男リチヤード・モリス

(Richard Moロis)により 1751年に設立されたカムロド

リオン(theHonourable Soci巴tyof Cymmrodorion)、

1770年のグウィネスゃイギオン(Gwyn巴ddigion)を挙げ

ることができる。古代ブリトン人協会は、ジャコバ

イトの傾向の強いウエールズ人の中にあって、ハ

ノーヴァ一朝に忠誠をつくす証としてロンドン在住

のウエールズ人によって結成されたものであり、ま

たグウィネズィギオンはウエールズ愛国者団体とし

て1770年にオワイン e マヴアール(OwainMyfyr)、英

語名オーエン・ジョーンズ(OwenJones)により創立

された。

これらの団体はみなロンドンに本部を置いたが、

その中で特に重要なのはカムロドリオンであった。

このカムロドリオンはウエールズ語の純粋性を守

り、まだ十分に知られていないウエールズ、の古代遺

跡やウエールズの歴史、文化へ関心を向けるため

に、これらに関する書物の出版の保証人となった

り、ウエールズ語を話さない聖I険者を、ウエールズ

語しか話さない教区に任命させないように圧力をか

けたり、またウエールズの経済活動を助成する活動

を行った。 5)この協会の会議はロンドンの酒場で行

われ、大変陽気であったといわれている。創設者の

リチヤード。モリスの兄で、カーテ.ィガン州王室領

土副管理官であったルイス・モリス(L巴wisMorris)は

彼の任地からその協会の運営に協力し、多大の影響

を与えた。リチヤードが1779年に死亡すると、この

協会も力を失うが、 1820年に再び畦り、また1873年

に再度結成されるという道を辿る。

カムロドリオンの目的の 1つにウエールズ文学の

出版助成があるが、 トマス・グレイが草稿の形で読

んだ、エヴァン a エヴアンズの「ウエールズ詩人

伝」は後カムロドリオンの支援を得て、 『ウエール

ズ詩歌撰』として出版され、英文学史上重要な地位

を占めるようになる。グレイもエヴアンズも箇識は

なかったが、共通の友人でメリオネスの判事で、古

物研究家でもあったパーリントン(DainesBarrington) 

の縁で両者は互いに文学史の上に多大な貢献を成し

た。

リチヤード・モリスの死後のカムロドリオンの衰

退の中にあって、その補完的役割を果たしたのがグ

ウィネズ、イギオンであった。初代の会長はオーエ

ン・ジョーンズ(ウエールズ、名オワイン・マヴアー

ル)といい、彼はロンドンで毛皮商人として成功し

たヴェールズ人であった。彼は若いときにリチヤー

ド・モリスと知過を得、カムロドリオンの会員と

なったが、それ以前に既にウエールズ、文芸の擁護と

育成を目的とするグウィネズィギオンを創立してい
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た。彼らウエールズ文学愛好家はロンドンの牛頭亭

(the Bull's Head tavern)に集まり、 1789年から北

ウエールズの無名の吟唱詩人たちの集会に賞を与え

始めた。これが復活した吟唱詩人大会となった。ま

た同じ年に、グウィネズ、イギオンによりウエールズ

最大の詩人といわれるダヴィッズ・アプ固グイリム

(Dafydd ap Gwilym)の作品集が出版された。

ウエールズ文化の衰退を押し止め、積極的に

ウエールズというものを認識させようとウエールズ

人により結成された諸団体の努力は、着実にウエー

ルズというものをイングランド人の聞に認知させて

いった。しかし一方でウエールズは既に産業革命の

1つの重要な地域として認識されていた。この古い

ウエールズ、という地域に、消滅の危機にある古い文

化と、時代の最先端を行く科学技術を伴った産業と

いうものが同居していた。それは19世紀中葉に、よ

り鮮明に、またより象徴的に表れるウエールズ人の

ジレンマを予感させるものであった。すなわち、そ

のジレンマとは自らのアイデンティティのために古

来からのウエールズ、語に関守するのか、それとも立

身出世のため、また「英国社会」で不利を被らない

ため英語を学ぶべきかということであった。 6)しか

しこの過去と未来に向けられた相反する意識のベク

トルは産業革命以前のウエールズに現れた 2人の

ウエールズ、人の仕事にもう既に象徴的に表れていた

のであった。

その 1人は植物学、地学、考古学、博物学といっ

たあらゆる分野に驚異的な業績を残したエドワー

ドールイド(Ed官官dLlwyd)であった。彼は植物学者

や博物学者として当代一流であった。また自然科学

の分野だけでなく歴史、地誌、古代学といった分野

にも興味を持ち、またケルト研究や比較言語学の基

礎を築いた。 j皮は友人のエドマンド・ギブソン

(日mundGibson)がカムデンの『ブリタンニア』を改

訂するにあたり、ウエールズ、諸州に関する有益な情

報を与えたり、また1697年から1701年までウエール

ズ、アイ jレランド、スコットランド、コンウオー

ル、ブリタニーを旅行した。なおブリタニーではス

パイに間違われ、投獄されたこともあった。この彼

の行ったことは18世紀にウエールズ、が認知されてい

く過程で多くの人々が行ったことを先取りしてい

る。例えば彼はウエールズ、を限無く旅行した。しか

し彼の成し遂げた旅行は、ウエールズというものを

広く知らしめるにいたったピクチャレスクの光景を

求めた18世紀の「観光旅行」的なものではなく、地

誌学的、博物学的観点に立った学術的なものでtあっ

た。また彼の残した旅行の覚書や調査結果等は18世

紀末のガイドブックと同じように、真のウエールズ、

理解にとって貴重なものであった。ルイドのこの科

学的なウエールズ、に対する研究の姿勢はウエールズ、

の将来に向けて積極的に関与する立場を示した。こ

の様な精神はアングルシーのモリス兄弟によるカム

ロドリオンに引き継がれていった。

いま l人のウエールズ人は聖職者であり、歴史家

であり、文人であったテオフィラス・エヴアンズ

(Theophil田 Evans)であった。彼は18世紀前半の

ウエールズ的文化の全体的な弱体化の時期に、その

著作でヴェールズ、の輝かしい過去に光を当てた。彼

の代表的な著作には、初版が1716年、第 2版が1740

年にウエールズ、語で出版された『過去を映す鏡』

(Drych y Prif Oesoedのがある。これは聖職者であ

り、年代記編者であり、後ちセント e アサフ司教と

なったジェフリー e アーサー(G巴0飴巴yArthur)、通称

モンマスのジェフリー(Geo節句 ofMonrnouth)の『ブ

リタニア列王伝~ (Historia Regum Britanniae)の流れ

を汲むものとして位置づけられる。このウエールズ

の神話と過去の栄光を念頭に置く愛国的ウエールズ

人団体としてグウィネズィギオンを位置づけること

ができるであろう。

さらにウエールズ古代への興味は古代研究家のヘ

ンリ-.ローランズ(HenryRowlands)の『古代モナ

島再現~ (Mona Antiqua Restaurata)にも表れている o

この古代アングルシー島に関する本は1723年ダブリ

ンで出版されたが、 ドルイドについて熱狂的な興味

を呼び起こした。このドルイドへの関心はエドワー

ド・ウィリアムズ(EdwardWi1liams)、ウエールズ名

イオロ・モルガヌッグ(1010Morganwg)、に引き継が

れた。彼は昔のドルイド僧や吟唱詩人たちが行った

であろうという集会「ゴーセッズ、(Gorsedd)J という

儀式を考案し、これをロンドンのプリムローズヒル

で=初めて行った。このゴーセッズは1819年、カー

マーゼンでデイビッド協会が催した吟唱詩人大会の

中で非常に重要な役割を担うことになる。すなわち

そのゴーセッズは吟唱詩人大会の本祭に先立ち毎日

開かれる吟唱詩人達の儀式として定着したのであっ

た。このようなウエールズの輝かしい過去への憧僚

と、その復活の試みはウエールズ人には誇りを与

え、イングランド人にはウエールズやケルト文化へ
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の興味を掻き立てたのであった。

4 

文芸や学術以外で、イングランド人をウエールズ

により近づけたのは、彩しい数のウエールズ旅行案

内の類の出版であった。 rrウエールズ史~ (A必'story

ofWales)の著者ジョン・デイビーズ、(JohnDavies)に

よれば1770年から1815年の問に80冊におよぶ様々の

ウエールズ、に関するガイドブックが出版されたとい

う。 7)その時代はまさに「旅行ガイドブックの時

代」と呼んでもよい。それらのガイドブックを携

え、多くのイングランド人が道もないウエールズの

山野にやって来た。しかし人々は単にガイドブック

があったからやって来たわけではない。その背景に

は当時の美学的、哲学的思潮があった。フランスの

思想家ジャン・ジャック・ルソーの「自然に帰れJ

という号令は多くの人々を荒々しい自然の横溢する

ウエールズ、カンパーランド、スコットランドの丘

陵地帯や山岳地帯に導いた。また美学的にはいわゆ

る「ピクチャレスク(絵画的)Jという概念がウエー

ルズやその他英国辺境地帯に光を投げかけたので

あった。

ピクチャレスクとは芸術から現実へと向かった特

異な運動で宅あった。それはニコラ・プサン別icholas

Pouss泊)やクロード・ロラン(ClaudeLorrain)の描い

た自然と同じ様なものが実は現実の風景の中にある

ことを知った人々が、そのような自然を求め訪れる

ことにより大きなうねりとなった運動であるが、造

園運動とのからみもあり、このピクチャレスク(絵

画的)という概念はより多様のものとなった。

造園界においては、イエズス会宣教師の報告書の

中にある中国式庭園の記述の影響もあり、従来の左

右対称で幾何学的配置を基軸としたイタリア・ルネ

サンスの流れを汲むフランス式庭園やオランダ式庭

園に代わり、英国のなだらかな地形にあわせた非対

称で自然に忠実なイギリス式庭園(風景式庭園)を

造る運動が始まった。美術や音楽という芸術面でフ

ランスに遅れをとっていたため、この新しい造園運

動は英国のナショナリズムを刺激し大きな運動と

なった。

17世紀末から、直線的で幾何学模様を基調とする

フランス式庭園とは違う、庭園に不規則で奔放な美

しさを求める動きがウィリアム・テムプル(W出iam

Ternple)やアディソン(JosephAddison)により提唱さ

れた。アレクサンダー・ポウプ'(AlexanderPope)はそ

のような庭園を作った最初の一人であった。グレイ

の周囲にも造嵐論をものした友人が多かった。例え

ば彼の死後一切の彼の著作の出版を委ねられた友人

メイソン(WilliarnMason)は『英国式庭園~ (The 

English Garden)という詩を書き、グレイの2つのピ

ンダリック・オードを出版した大政治家ロパート・

ウォルポールの四男ホレイス・ウォルポール(Horace

Walpole)は1770年、 『近代造園史~ (History of the 

Modem Taste in Gardenin.必を書いた。

この新しい英国式庭園には二つの流れができた。

庭園敷地の可能性(ケイパピリティ)ということを常

に口にしたため、ケイパピリティ・ブラウンと津名

されたランスロット・ブラウン(LancelotBrown)に率

いられた通称ブラウン派は、イギリスの自然そのも

のを庭園にすることを目指した。それはややもする

と既存の庭園を破壊し、もとの自然に戻すという観

すらあった。ブラウンはウエールズにおいてはディ

ネヴオ}ル(Dynevor)家の造園に関与した。

もう一方はピクチャレスク(絵画)派と呼ばれ、

彼らはそのような庭園の中にあえて崩れかかった神

殿や建造物を立てることにより、新奇でまた珍奇な

絵画的趣きを持った庭園造りを主張した。ピクチャ

レスク派の理論家としては、ウヴェデール・プライ

ス(UvedalePrice)、リチヤード・ペイン・ナイト

(Rich紅 dPayne Knight)が、またその実践家としてハ

ンフリー・レプトン伺urnphryRepton)がいた。

この造園運動からも解るように、ピクチャレスク

とは、左右非対称で荒々しく、不規則で変化と意外

性にとみ、規模の点で小じんまりとして親しみのあ

る風景のことを言う。これに対立するものとしてハ

ンフリー-レプトンはビューティフルという概念を

定立し、それを滑らかで、磨かれており、変化にお

いてなだらかなものとした。またエドマンド・パー

ク(EdrnundBurke)は崇高という概念を巨大なも

の、力強いもの、荒々しいもの、危険なもの、神秘

的なもの、運命的なものとした。これらピクチャレ

スク、ビューティフル、崇高というものは実際の絵

画の中よりも現実の風景の中により溢れていたので

あった。

この時期に表れた文学、美術、造園上の推移は明

らかに中心から外周への意識の移行を示している。

フランス式庭聞に象徴される閉ざされた庭から、そ
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の外へ繋がるピクチャレスクの庭(風景式庭園)、

そしてさらにその外延に位置する崇高な大自然、例

えばヨーロッパではスイス・アルプス、またウエー

ルズではスノードン山といった山岳風景へと詩人、

画家、造園理論家の意識は広がっていったのであ

り、それはそのまま新古典主義からロマン主義への

移行を示していた。

ウィリアム・ギルピン(WilliamGilpin)は「絵画的

美に関する 3つのエッセーJ (Three Essays 01 

Picturesque Beautyうやその他の著作でピクチャレスク

という概念を定着させた。彼は、 『ワイ川と南

ウエールズ~ (1782年)、 『湖水地方~ (1789年)、

『森の風景~ (1791年)、 『西イングランドとワイト

島~ (1798年)、 『ハイランド~ (1800年)という一連

の挿し絵付きの「ピクチャレスク。ツアー」の著作

を世に出し、専門家にではなく、一般人の問に多大

な影響を与えた。彼が1782年に出版し、後に詩人

ワーズワスが携帯しテインターン大修道院(Tintern

Abb巴y)を訪れたワイ川!とピクチャレルク的美につい

ての考察はそのタイトル、 Observationson the River 

Wye， and several parts 01 South Wales.. etc.， relative 

chiefly 10 Picturesque Beauty made In the Summer olthe 

Year 1770からも分かるように1770年夏のワイ川の旅

行に基づいている。

奇しくも同じ1770年夏、トマス・グレイもウース

ターシャ一、グロースターシャ一、モンマス

シャ一、ヘレフォードシャ一、シュロプシャーを旅

し、特にウエールズ・イングランド国境地帯を流れ

るワイ川をロス。オン a ワイ(Rosson Wy巴)からチエ

プストー(Chepstow)まで、40マイルを船で下ったが、

それがこの旅の圧巻であったと友人ウィリアム・メ

イソンに書簡で次のように語っている。

一.th巴chiefgrac巴&ornament ofmy journ巴ywasthe 

nv巴rWye， which 1 desc巴ndedin a boat 台omRoss to 

Chepstow (n巴ar40 miles) surround巴dwith ever-new 

d巴lights，among which were th巴 New-W巴ir(se巴

Whateley) Tintern巴 Abb巴y，& Persfi巴ld.1 say 

nothing of the vale of Abergav巴nny，Ragland-Castl巴?

Ludlow， ...8) 

船による観光目的のワイ川下りは1745年にロスの

教区牧師に任じられたジョン句エジャートン(John

E呂町ton)により始められたという。日)それから四半

世紀後ワイ}IIの観光川下りは商業化され、グレイや

ギルピンも利用し、好評を博した。その観光用の船

の運行は夏の問だけであり、早朝ロスを立ち、日没

後にモンマスに到着した。料金は 1ギニー半であっ

た。 1800年初頭のウエールズの小農場主の年収が20

ポンド前後であった10)ことを思えば、その料金はか

なり高額なものであった。モンマスからチェプスト

ウまではおよそ20マイルであり、さらに 1日を要し

た。その料金もまた lギニ一半であった。

ロスを出発すると最初の見どころはグッドリック

城(GoodrichCastle)であり、続いて景観と鉄産業が同

居するニュー・ウィアー(NewWeir)であった。グレ

イが書簡中で注釈を付けている(seeWhatel巴y)とはト

マスーウォットレイσ'homasWhateley)が1770年出版

した「近代造園に関する所見J(Observations on 

Modern Gardeninめの中でのニュー・ウィプーに関す

る言及である。シート派の大修道院であったテイン

ターン大修道院の廃嘘は18世紀中頃から、そのロマ

ンティックな情景で特に有名になっていた。ピアー

スフィールド(Piercefield/ Persfield)はチェプストウ

を遠望できるワイ川右岸にあり、ヴァレンタインー

モリス(ValentineMorris)が300エイカーの地所を開発

したものであった。川岸の崖の上に造られた庭園の

通称「モリス遊歩道」は毎週火曜日と金曜日は入場

が許可され、ギルピンもここで下船し、崖を上り、

この庭園を訪れている。 11)

グレイは親友の医師トマス・ウオートン(Thomas

Wharton)に同じ旅の様子をまた次のように述べてい

る。

Monmouth， a town 1 never heard mention'd， lies on 

thesam巴riverin a val巴， that is the delight of rny巴y巴s，

& the very seat of pl巴asure.Th巴val巴ofAbergavenny， 

Ragland & Chepstow-Castl巴s，Ludlow， • • • are the 

rest of my acquisitions， & no bad harvest to rny 

thinking.12) 

アパーガベニはウエールズ、の有力貴族ハーパート

家の本拠地の一つがあった場所であり、ラグラン城

は清教徒革命日寺の攻城戦で、有名であった。しかし彼

が気にいったのはモンマスの町であった。ワイ川の

ほとりにあるモンマスの町はヘンリー 5世の生まれ

たモンマス城があったが、清教徒革命で破壊されて

しまった。グレイはこの町が言及されることを聞い
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たことがないという。そうだとすれば、当時の一般

の人々にとって、イングランド@ウエールズ国境地

域は依然として未知の領域であったといえよう。

ギルピンはメイソンの庇護を受けていたため、

1782年にこの『ワイ)11紀行』が出版されるにあたり

彼が書いた序文はこのメイソンに宛てた書簡の形を

とった。その中で彼はグレイが同じ年にワイ川を訪

れた事実を語り、彼が生きていれば貴重な意見を聞

けたかもしれないと彼の死を悼み、 "Noman was a 

greater admirer of nature than Mr Gray， nor admired it 

with b巴ttertast巴ー川)とグレイの自然を愛する姿勢と、

彼の自然を見る確かな眼を讃えている。

5 

このようなピクチャレスクの運動が起きるには、

それなりの下地がイギリスにはできていた。イギリ

ス人の風景を見る眼は確かに変わりつつあった。英

国風景画家の父と称されるリチヤード・ウィルソン

(Richard Wilson)はウエールズのペネゴエス

(Pen巴goes)に1713年に生まれ、肖像画家として出発

した。 1748年には後のジョージ3世やヨーク公の子

供の頃の肖像画を描き成功を収めた。この頃から彼

は風景画も描き始め、 1746年には《ドーヴァーの眺

め》を描き、その作品は翌年版刻されて銅版画と

なった。 1750年から1757年にかけイタリアに滞在

し、ズ、ッカレッリ (Franc巴scoZuccarelli)の勧めもあ

り、風景画へと傾倒して行き、いわゆる古典的主題

による「歴史的風景画」を描くようになる。 1755年

には歴史的風景画の傑作の lつである《われもまた

アルカディアにありき》を発表している。

帰盟後彼はロイアル・アカデミー創設メンバーと

なり、 1760年に《ニオべ》という代表作を発表して

いるが、彼には有力な後援者はなかった。例えば

ジョージ3世はウィルソンの画風よりも軽い彼の師

匠格のズッカレッリを好み、またイギリス貴族は、

より荒々しい風景画を好んだ。また貴族は自分の領

地を描いた風景画や狩猟画、それに肖像画を好んで

描かせた。 14)このような訳でロンドンでの生計は成

り立たず、故郷のウエールズへと戻り、貧困のうち

に1782年、ウエールズ、のランベリス(Llanb巴ris)に没

した。しかし死後、ロマンティックな感情を古典的

枠組みの中に収めた彼の風景画は評判となり、コン

スタブル(JohnConstable)やラスキン(JohnRuskin)の

称賛するところとなった。また彼の画風を模倣する

ものも多く現れた。彼は《リスーナントリーこから

見たスノードン山》を始めとし、美しいウヱールズ

の山河やロンドン近郊の風景画においてイギリス風

景画に最大の貢献を果たしたのだが、そこには過去

の絵画の巨匠達の権威を引き継いでおり、後の人々

の眼を絵画から現実の自然へと向けるピクチャレス

クの運動にも影響を与えたD

リチヤード・ウィルソンの弟子トマス・ジョーン

ズ、(ThomasJones)はウエールズ、ラドノアシャーの

生まれで近年特にその評価が高まった画家である。

代表作には《ナポ1)の家々 )) (1782年)があるが、イ

タリアやウエールズ、の風景画を残している。また彼

はトマス・グレイの「吟唱詩人」に基づいた同名の

作品もある。

ジョン・ロパート・カズンズ(JohnRobert Cozens) 

は画家の息子としてロンドンに生まれたが、 1776年

8月から 9月にかけスイスに滞在し、水彩で山岳風

景を描き、後の画家に影響を与えた。ターナーと同

じ1775年に生まれ、 27歳で夫折した将来を嘱望され

た画家トマスーガーティン(ThomasGirtin)はカズン

ズの作品の模写を通し、イギリス水彩画に新機軸を

もたらしたが、 1796年以降、スコットランド、北

ウエールズ、イングランド各地にスケッチ旅行を行

い、美しい地誌的風景画を残した。

ターナー(J.M.W. Tum巴r)は18歳の頃から地方への

写生旅行を行うようになり、そのために 1日に数10

キロを歩くという生活を始めるようになる。彼は

1791年にブリストルを訪れた際、足を延ばし初めて

ワイ川の流域を探訪した。 1792年から1798年の聞に

5回ウエールズを訪れたが、その問彼は移しいほど

の水彩スケッチを描いている。例を挙げると《ラン

ソニー大修道院))(1794年)、 《テインターン大修道

院翼廊))(1795年)、 《ワイ川にかかるライヤダー・

グワイ橋)) (1795目96年)、 《ランダィロ一橋とディ

ネヴ、オール城)) (1796年)、 《南から見たコンウィ

城)) (1799-1800年)がある。中でも1795年に南

ウエールズ、を訪れた際のスケッチやメモをもとにし

て制作され、 1797年のロイアル・アカデミー展に出

品された彼の完成度の高い水彩画《グラモーガン州

のイウニー修道院翼廊》に対し、当時のある批評家

はそれをレンプラント(R巴mbrandt)の傑作に匹敵する

と絶賛した。 15)ターナーは24歳の若さででロイア

ルーアカデミー準会員となり、 27歳で正会員とな
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り、その後次々と傑作を発表し、世界の絵画史に名

を残すほど才能を発揮した。また彼は当時需要の多

かった地誌的風景画を水彩画で描き、版画として出

版し続けた。

何故ターナーが1790年代にウエールズをしばしば

訪れたかという理由に関しては、当時のフランスに

おける政治的社会的混乱が挙げられる。リチヤー

ド・ウィルソンでさえもイタリアで修業ができたの

であるが、フランス革命後の大陸の状況は英国人の

渡航を大変困難なものにしていた。しかし1802年の

アミアンの和平により英仏聞の渡航が自由になると

ターナーは、待っていたとばかりにスイス固アルプ

スを訪れる。その当時の世界情勢により、ある意味

では行き場所を失ったイギリス人がウエールズ、に殺

到したとも言えるのである。確かにフランス革命後

の状況はイングランド人のウエールズ再発見にはフ。

ラスに働いたと言える。

商家がウエールズ、紹介に多大な貢献をしたことは

明らかである。またウエールズ、のガイドブックに添

えられた挿し絵や、ウエールズ銅版画集も多くの一

般人の興味を引きつけた。博物学者であり古代研究

家であり旅行家でもあったウエールズ人トマス司ペ

ナント(ThomasPennant)はアイルランド、マン島、

スコットランド、ヨーロッパその他イングランド各

地を旅し旅行記を書いているが、その中でも初版が

1778年、第2版が1781年に出版された『ウエールズ

紀行~ (Tour in Wales)は彼の著作中でも最良のもの

であった。ウエールズ人の水彩画家モーズィーズー

グリフィス(MosesGrif王ith)はトマス・ペナントに雇

われ、彼の旅に1769年から1790年にかけ同行した。

そのときに描いた水彩風景画から銅版画が版刻さ

れ、ペナントの本に挿し絵として付けられた。この

著作は大いにイングランド人の注目を集めた。彼は

またトマス a ペナントの死後、彼の息子デイビッ

ド・ペナント(DavidPennant)に雇われ、さらに1805

年から1813年の問に200点に及ぶウエールズ、の風景

画を水彩で措いた。

その他のウエールズ、人画家としてはエドワードー

ビュー(EdwardPugh)やヒュー・ヒューズ(Hugh

Hughes)がいた。エドワード・ビューはミニュア

チュールや風景画を描き、王立美術院におの作品を

出展した。彼は『カンブリア素描・北ウエールズ紀

行~ (Cambria Depicta: A Tour through North Wales)を

書き、彼自身で描いた70以上に及ぶ絵を挿し絵とし

て載せた。この本は彼の死後の1816年に出版され

た。一方、ヒュー・ヒューズは1820年から21年にか

けウエールズ、をスケッチ旅行し、 1823年に《カンブ

リアの美 .60景)) (The Beauties of Cambria， sixty 

plates)を出版した。彼は後、政治的にもまた宗教的

にも急進的な道を歩むことになる。

ウエールズ人画家以外では、サミエルロパック

(Samu巴IBuck)と弟ナサニエ)];.パック(Nathaniel

Buck) が 1774年に『パックの遺跡集~ (Buck's 

Antiquities)を出版している。また明暗対比の効果に

優れた腐蝕銅版画技法の一つであるアクアティント

を英国に紹介したポール・サンドビー(paulSandby) 

は1775年出版の『南ウエールズの眺め~ (Views In 

South Wales)を含むアクアティントによる 3種類の

ウエールズ画集を出版した。これらは彼が当時芸術

家のパトロンとして有名であったデンビーシャー選

出の国会議員サー・ウォトキン・ウィリアムズ=

ウィン(SirWatkin Williams-Wynn)16)の1771年の北

ウエールズ旅行の随行員に加えられた縁による。す

なわちポール・サンドピーがその時に描いたものが

サー。ウォトキンの援助の下に出版されたのであっ

た。これらはウエールズの風景を扱ったもっとも初

期の出版物の 1つであった。彼はまた英国における

地誌的絵画の草分け的存在でもあった。サミュエ

ル・プラウト(SamuelProut)はジョン・ブリトン

(John Britton)に雇われ1803年から1813年にかけて出

版された『イングランドとウエールズの美』

(Beauties of England and Wales)の挿し絵を制作し有

名になった。

これらウエールズ内外の画家によるヴェールズ、の

風景画は版刻されることにより書物の挿し絵とし

て、また画集そのものとして広く一般に流布した。

19世紀になると版画の原版が銅板から、よりきめの

細かい彫版が可能で、風景画の版刻に適し、大量生

産の可能な銅版にz代わったことにより、より大量の

版刻された風景画が印刷されるようになった。これ

らは画集やガイドブックの挿し絵として当時の人々

の地誌的興味または「好古趣味」を刺激し、あるい

は満足させ、ウエールズに対する興味を増大させて

いったので、あった。ウエールズ人の愛国的精神もさ

ることながら、当時の時代精神ともいえる風景に対

するロマン主義的な趣向がイングランド人のウエー

ルズ再発見に大きく寄与しているのである。

(続く)



72 愛知工業大学研究報告、第34号A、平成11年、 Vol.34・A， M町.1999

注

1. Jeremy Black， A Hist'Ory '0/ the British Isles (Mac-

millan， 1996)， pp. 170-1. 

2. Malcolm Andrews， The Search /'Or the Picturesque: 

Landscape Aestheti，ωand T'Ourism in Britain， 1760・

1800(S旬.nford，California: Stanford University Press， 

1989)， p. 128. 

3. Gwyn A. Williams，問enWas Wales? (London: Pen-

guin Books， 1985)， p. 118 

4. Ibid.， p. 119 

5. A. H. Dodd， A Sh'Ort Hist'Ory '0/ Wales: Welsh Life and 

Cust'Oms fr'Om prehist'Oric times t'O的epresent day 

(London : B. T. Batsford Ltd.，1977)， p. 102 . 

6. Ibid.， pp. 143・4.

7. John Davies， A Hist'Ory '0/ Wales (London: Penguin 

Books， 1994)， p. 347. 

8. Pag巴tToynbee and Leonard Whibley (edふC'O汀6・

sp'Ondence 'O/Th'Omas Gray (3 vols.， Oxford，1935 and 

1971)， pp.1143-4. 

9. Malcolm Andrews， 'Op. cit. ，p. 89. 

10. A. H. Dodd， 'Op. cit.， p. 107. 

11. Malcolm Andrews， 'Op. cit.， p. 105. 

12. Paget Toynbee and Leon紅 dWhibley， op. cit.，p.1142. 

13. Ibid.， p. 1143. 

14.千足伸行， r新古典主義からロマン主義へ…ー

イギリスーーーJ， Ii"世界美術大全集・第四巻~ (小

学館，東京， 1989年)， p. 222. 

15. Ii"英国・国立ウエールズ美術館展ーイギリス風景

画から印象派へ』出品目録(1986年)， p.149 

16.父SirWatkin Wi1liam はウエールズの名門Wynn家

の出自である母からWinnstayの地所を相続し、苗

字にWynnを加え、 SなWatkinWillams-Wynnと名

乗った。その長男で、肖像画家のジョシュア・レ

ノルズ (Sir J oshua Reynolds)、音楽家のヘンデル

(Handel)、俳優のデイピッド・ゲリック(David

G釘rick)と親交があり、またロンドンのウエール

ズ学校に多額の寄付をしたことでも有名なこの息

子も 2世として父親と同じ名を名乗った。またそ

の長男も 3世として同名を名乗る。

参考文献

The Dicti'Onary 0/ Welsh Bi'Ography d'Own to 1940σ'he 

Honourable Soci町 ofCymrnrodorion， London， 

1959). 

Ford， Boris. ed. The Pelican Guide t'O English Literature 

5:企omBlakeωByr'On (Penguin Books， 1969). 

Kenyon， John R. "The Tourist泊 Wal鎚 inthe Later Eigh-

teenth and Early Nineteenth Centuriesヘ『英国・国

立ウエールズ美術館展ーイギリス風景画から印

象派へ』出品目録 (1986年).Ii"英国・国立ウエー

ルズ美術館展ーイギリス風景画から印象派へ』

出品目録 (1986年) • 

『ウエールズ紀行ー歴史と風景(ウエールズ国立美

術館所蔵英国水彩画1675-1855)~出展目録(岐

阜美術館， 1998年).

片木篤， Ii"イギリスのカントリーハウス~ (丸善株式

会社，東京，間和63年).

川崎美子彦， Ii"楽園と庭

(中央公論社[中公新書]，東京，昭和59年)

川崎寿彦， Ii"森のイングランドーロンピン・フッドか

らチャタレ一夫人まで~ (平凡社，東京， 1987年).

千足伸行， rイギリスのロマン主義絵画J， Ii"世界美

術大全集・第20巻~ (小学館，東京， 1989年).

高橋裕子， Ii"イギリス美術~ (岩波書庖[岩波文庫]，東

京， 1998年).

平田家就， Ii"イギリス挿絵史・活版印刷の導入から現

在まで~ (研究社出版，東京， 1995).

マーク・ジルアード(森静子=ヒューズ・訳)Ii"英国の

カントリーハウス~ (2巻，住まいの図書館出版

局・星雲社，東京， 1989年).

(受理平成11年 3月20日)


